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栃木県立がんセンター放射線治療科は、2023年3月末に国内初の最先端 

放射線治療装置を導入しました。 

導入されるのは、放射線治療装置の製造やシステム開発を手掛け

るスウェーデンのエレクタ社製「エレクタ ・ハーモニー」 。 

放射線治療では、CT装置の50～100倍程度の強い放射線を使用

するため、安全性は最重要項目です。この装置は人が起こすミス 

（ヒューマンエラー）を防止する技術として「自動化」に特化している

安全性の高い装置です。国内初の最先端放射線治療装置です。 
 

従来の装置とどう違う？ 

「観る」 「視る」 「診る」で 安全・安心な放射線治療を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

自動認証機能で「観る」 

入室時に入口に取り付けられた

カメラから治療装置が自動で 

顔を認識し、オーダーメイドの治

療計画ビームが装置にセットさ

れます。治療時に使用する枕や

固定具も自動で認識されます。

治療装置の自動認証は、国内初

で、安全な治療を実現します。 

自動認証システム: cAutoVeify 

体表面カメラで「視る」 

治療中は、体の表面をセンサー

で常にスキャンすることで、体が

動いたときは自動でビームが停

止するため安心です。体の位置

も自動で認識するため、従来の

治療位置を示す長い印が必要

ありません（マーカーレス治療）。 

腫瘍位置を「診る」 

最新装置では、AI技術を導入す

ることで、従来数日かかる治療

計画を最短 15分程度で作成可

能です。その日のCT画像から

体内の状態に合わせた治療計

画を作成することで、腫瘍を  

狙い撃ちすることができます。 

  

体表面センサーカメラ：Catalyst 

 

放射線治療計画装置：Monaco 

 

 


